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  夢育て・たちかわ子ども 21 プラン推進会議 議事要旨 

会議名 第 4期夢育て・たちかわ子ども 21プラン推進会議（第５回） 

日時 令和 4年 7月 13 日(木)18 時 30 分～20 時 30 分 

出 席 

山中ゆう子、米原立将、安部芳絵、原由希、井村良英、小畑くるみ、千頭和正巳、平野静

香、小松佳世子、坂下香澄、佐藤米子、鈴木正明、松本零、伊藤梓、大河原凰臥、葛野智

哉、松村咲 

[事務局] 矢ノ口子ども家庭部長、五箇野子育て推進課長、守屋子ども家庭支援センター

長、加藤保育課長、江頭保育担当課長、平川、高野 

欠 席 
段城孝彦、畔田世紀子、田中光晴、黒田淑美、田口美幸、園田智惠、栗原一雄、伊東祐也、

筒井夢人、石田千紘 

配布資料  
立川市子どもの自己肯定感などに関する調査報告書概要版（案） 

グループワークの進め方 

会議場所  立川市役所 302 会議室 

（開催に先立ち、事務局より子ども家庭部の課長級職員の自己紹介） 

 

１. 立川市子どもの自己肯定感などに関する調査報告書（概要版）について 

 前回会議での議論を反映し、タブレット経由での配付に絞って横長の PDF 版へ変更。 

 相談窓口をチャットと電話に分けて紹介した。 

 

２. 提言書に向けたグループワークについて 

（1）会長より夢育て・たちかわ子ども 21 プランの経緯について説明 

 第 1次のプランは平成 17 年度から始まり、現在第 4次のプランが進行している。 

 プランの特徴として、子どもの権利の尊重を基盤としている。 

 第 1次のときから、市民と行政が協働して作られてきている。 

 「子どものことは子どもに聞きなさい。子どもを当てにしなさい。」をもとに、策定時

から子どもの声を聞き、その声を施策に生かそうと取り組んでいる。推進会議に子ども

委員がいるのはこの趣旨による。 

 推進会議の役割のひとつとして、進捗状況のチェック、提言、次期計画の策定があり、

子ども委員をはじめ、多様な立場の委員が意見を交わすことができる。 

 第 1次プランに掲載された、7つの市民提案重点プロジェクトを紹介。 

 

（2）グループワークの実施 

 ①子どもの居場所、②子どもの健やかな育ち、③子どもと子どもを育てる保護者への支

援、④子どもを育てやすい環境づくり、地域づくりの 4グループに分かれて、現状の把

握と課題の抽出を行う。 

 

（3）グループワークでの意見の共有 

①子どもの居場所 
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 衣食住が保障され、安心できるところであることが必要。 

 中高生の立場からは Wi-Fi や電源が必要。中央図書館にはそれらが整備されたが、

地域格差があるかもしれない。 

 居場所にいてほしい人は、近所の人といった身近な人、楽しく会話ができる人。地

域の大人を取り込む必要がある。 

 家庭に居場所がない子どもについては、子ども食堂等でどのように受け止めていけ

るかを考えないといけない。 

②子どもの健やかな育ち 

 フードバンクについて、学校で仕組みを知る機会があるといい。また、ワンストッ

プで利用できる仕組みがあればいい。 

 手伝いとヤングケアラーの違いが分かりにくい。自分がヤングケアラーなのかどう

かチェックできる仕組みと、そうであった場合の受け皿など基準になる考え方があ

るといい。 

 子育て支援に関して、当事者が気軽に相談できる場所があればいい、 

③子どもと子どもを育てる保護者への支援 

 発達に支援や配慮が必要な子どもに対して、加配がなく現場で吸収している事例が

ある。発達に関する相談がよりしやすくなるといい。 

 保育士や教員の数が圧倒的に足りていないので、余裕を持った人員配置ができると

いい。保育士や教員がすべて担うのではなく、得意分野を持つ地域の方がそれぞれ

の現場で活躍できるような仕組みができればいい。支援に対しては一定の予算が必

要。 

 子育てサークルについてひとり親や多胎児向けのものはあるが、定型発達の子ども

を育てている保護者向けのものは足りているのか。 

 年齢で支援が途切れないように、個々に合わせた対応が求められている。 

 保護者が子育てを楽しいと思えるような、保育や教育について地域全体がボトムア

ップできるような仕組みづくりができるといい。 

④子どもを育てやすい環境づくり、地域づくり 

 キーワードとして①子どもに差別のない環境づくりの強化、②安心して学校に行け

ること、安心して子育てができることが挙げられる。そのためには、人と人との関

わりをどう作っていくかが論点。 

 プランの取組項目を検討する中で、地域の子育て支援者の育成が大事であることが

見えてきた。 

 現プランの取組項目について、限定的な表現がある。地域共生やつながりの点から

項目の見直しが必要なものもあるのではないか。 

 ウドラ夢たち基金との連携に関して、予算が足りないのではないか。規模も含めて

見直ししていく必要があるのではないか。 

 子どもを育てやすい環境づくり、地域づくりをするためには人材が必要。適正に配

置されているか検証が必要。 

 

（4）今回のグループワークのまとめ 
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安部委員より。各グループのテーマは違っていたが、現状とこうなってほしいというも

のが重なっている部分がかなりあった。次回以降のグループワークでも、重なりを大事

にして市の取り組みについてみていきたい。子どもに関することは、縦割りでは進まな

いので他分野（学校関係）の部署の方の話が聞けるといい。 

 

２. 事務局からの報告 

 中学生の主張大会団体推薦委員募集について 

 「こどもとおとなのはなしあい」の聞き手募集について 

 

３. 委員からの報告 

 チャイルドラインたちかわより。10 月 16 日（日）に子どもの権利に関する市民公開講

座を実施。夏休み前に小中学生に配布する相談窓口が書かれているカードの紹介。 

 

４. その他 

（1）次回会議 

 次回 9月下旬を予定。開催通知は追って送付。 

（2）原委員が市議会議員に就任することにともない、委員退任。 

 


